
 

 

 

 

 

令和２年度 小・義・特 若年教員研修１年目（第 3 回・4 回） 

教科等の学習指導Ⅱ 

教科等の学習評価と改善Ⅱ 

－理科－ 
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〇 はじめに 

 

『若い教師のための教育実践の手引き（令和２年度版）』（福岡県教育委員会）では、

理科の課題や指導の重点等に関して、次のようなことが示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

福岡県の課題（小学校） 

〇 既習の内容や生活経験をものづくりに適用する力の向上 

〇 予想を基に結果を見通して、実験を構想する思考力・判断力・表現力等の

向上 

重点目標 

〇 基礎的な科学概念及び観察・実験の技能を確実に身に付けている児童生徒

の育成 

〇 根拠をもって予想したり、観察、実験の結果を整理し解釈したりしたこと

を説明できる児童生徒の育成 

指導計画の工夫・充実 

〇 体験的・問題解決的な学習を取り入れた学習活動の充実 

〇 観察、実験の結果を整理し考察する学習活動を位置付けた単元指導計画 

指導内容・方法の工夫・改善 

〇 科学に関する基本的・基礎的な知識・技能の習得を図る指導方法 

〇 科学的な思考力、表現力等を育成する指導方法 

〇 科学を学ぶ意義や有用性を実感させるための工夫・改善 

 

下線はセンターで付加 

基礎的な科学概念及び観察・実験の技能を確実に身に付けて、根拠をもって

予想したり、観察、実験の結果を整理し解釈したりしたことを説明できる児童

生徒を育成するためには、指導方法をどのように工夫したり改善したりすれば

よいのでしょうか。 

今回は、理科の授業づくりの具体を通して考えていきましょう。 
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１ 理科の特質 
（１）「理科の目標」から 
 

 

 

 

 

理科は「自然に親しむ」教科である 

問題を科学的に解決する学習活動を行う 

科学的に解決（中・高では探究する）ために必要な資質・能力を育成する 

 

ここで用いられている用語を確認しておきましょう。 

理科の「見方」とは 

自然の事物・現象を捉える視点 

 「エネルギー」領域 → 主に量的・関係的 

 「粒子」領域    → 主に質的・実体的 

 「生命」領域    → 主に多様性と共通性 

 「地球」領域    → 主に時間的・空間的 

 

理科の「考え方」とは 

科学的に探究する方法を用いて、事象の中の何らかの関連性や規則性、因果関係

が見いだせるか考えること 

→比較、関係付け、条件制御、多面的に考える など 

 

「観察」とは 

時間、空間の中で具体的な自然の事物・現象の存在や変化を捉えること。視点を

明確にもち、周辺の状況にも意識を払いつつ、その様相を自らの諸感覚を通して捉

えようとする活動。 

 

「実験」とは 

人為的に整えられた条件の下で、装置を用いるなどしながら、自然の事物・現象

の存在や変化を捉えること。自然からいくつかの変数を抽出し、それらを組み合わ

せ、 意図的な操作を加える中で、結果を得ようとする活動。 

 

 

 

 

理科とはどのような教科でしょうか？ 

 自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行

うことなどを通して、自然の事物・現象についての問題を科学的に解決するため

に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

観察を行う際には「観察の視点」、実験を行う際には「変数の抽出」「意図的な操作

（条件制御など）」が大切です。よって、観察、実験を行うためには、理科の見方・

考え方を働かせ、「観察の視点」や「変数の抽出」することが必要です。 
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「科学的に解決する学習活動」とは 

図は、中学校学習指導要領解説理科編ｐ９に示されている「資質・能力を育むた

めに重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例）と福岡県教育委員会

作成の「中学校理科授業づくりの 7 つのポイント」（平成 28 年 3 月）を参考に作

成したものです。高等学校基礎科目の例となっていますが、小学校及び中学校にお

いても、基本的には高等学校の例と同様の流れで学習過程を捉えることが必要であ

ると示されています。よって、この問題解決の過程が科学的に解決する学習活動の

流れであり、理科の学習過程の基本となります。 

 

理科は、自然の事物・現象に対して科学的な方法を用いた探究活動を行い、つく

りやしくみを明らかにしたり、法則や規則性を見いだしたりするとともに、知識を

体系化（概念を形成）していく一連の学習です。この学習過程を通して科学的に解

決するために必要な資質・能力が育成されます。 

理科の見方・考え方は自然の事物・現象から問題を見いだしたり、課題を設定し

たりする際に働かせるものですが、科学的な探究活動によって育成されるものでも

あります。 
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２ 授業づくりの具体 

（１）学習内容の分析 

理科は、４つの概念（エネルギー、粒子、生命、地球）で内容が整理されていて、

小学校では「A 物質・エネルギー」、「B 生命・地球」の二つの内容区分に分けら

れています。教科書もこれによって「単元」に分けられています。授業づくりの第

一歩は、小学校学習指導要領解説理科編（以下、解説）から単元の学習内容を読み

取っていくことです。 

 

 

 

（３）電流の働き 

電流の働きについて、電流の大きさや向きと乾電池につないだ物の様子に着目して、それ

らを関連付けて調べる活動を通して、次の事項を身に付けることができるように指導する。 

 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

(ｱ) 乾電池の数やつなぎ方を変えると、電流の大きさや向きが変わり、豆電球の明るさや

モーターの回り方が変わること 

イ 電流の働きについて追究する中で、既習の内容や生活経験を基に、電流の大きさや向

きと乾電池につないだ物の様子との関係について、根拠のある予想や仮説を発想し、表

現すること 

下線はセンターで付加 

 

解説の四角枠で囲まれた目標や内容の取扱いに続いて、内容の解説が示されてい

ます。各学年の内容の解説は、原則として次の観点と順序で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理科の授業を行うためにはどのようなことをすればよいでしょうか？ 
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学習内容を読み取ることで、授業の構想や学習活動の具体が見えてきます。例え

ば、内容の系統性（主に知識・技能等）、各学年で主に重視する科学的に探究する

ために必要な資質・能力（思考力・判断力・表現力等、学びに向かう力、人間性等）

を確認することで目指す児童の姿「何を学ぶか」「何ができるようになるか」がよ

り明確になります。それと同時に、児童の実態把握（これまでに何ができるように

なっているか）も明確にできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「内容の系統性」とは 

 

 

 

 

 

「電流の働き」は【エネルギーの変換と保存】に関する内容で構

成され、第３学年で学習した内容であり、第 6 学年以降も学習す

ることがわかりますね。 
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【各学年で主に重視する科学的に探究するために必要な資質・能力】とは 

各学年で育成を目指す思考力、判断力、表現力等については、該当学年において

育成することを目指す力のうち、主なものが示されています。よって、「他の学年

で掲げている力の育成についても十分に配慮すること」と注釈で示されています。 

 

（２）目標の設定と評価規準の作成 

単元で育成する資質・能力を基に単元の目標を設定したら、次に評価規準を作成

します。評価規準の作成および評価に対する考え方等については、資料の後半で紹

介しています。 

『平成 30 年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた理科の学習指導の改善・充実に関する指導事例集』より抜粋 
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（３）教材の選定 

理科の授業では自然の事物・現象から問題を見いだし、課題を設定して、観察・

実験を行い、課題を解決していきます。つまり、問題を見いだし、課題を設定する

場面（課題の把握）と観察・実験を行う場面（課題の探究）で教材が必要になりま

す。基本的には、教科書に記載されている事物・現象を提示したり、観察・実験を

行ったりします。大切なことは、なぜその教材なのか、留意点は何か等を事前に確

認し、実際に試してみる（予備実験しておく）ことです。 

 

場面 選定する視点 

課題の把握

（発見） 

〇理科の見方・考え方を働かせ、課題解決の見通しをもつ（観察の視

点、変数の関係性等）をもつことにつながるか 

〇思考のずれや矛盾を生じさせることができるか 

課題の探究

（追究） 

〇予想や仮説を検証できるか（正しく実験を行って得られた結果や、

観察や資料等で調べた結果等は仮説を明らかにできるものか） 

〇操作性や正確性、安全性は配慮できているか 

 

「課題の把握」場面で使用する教材は、課題の設定につながりますので、児童の

思考にずれや矛盾を生じさせることで知的好奇心を喚起したり、主体的に学習に取

り組もうとしたりできるようにすることが大切です。また、「課題の探究」場面で

使用する教材としては、課題の解決につながるとともに資質・能力の育成につなげ

ることが大切です。 

 

 

 

 

 

【教材の選定や学習活動の設定に当たって】 

〇 理科の学習は自然の事物・現象に親しむことから始まります。直接体験できる教

材はできる限り直接体験できるようにしましょう。このことは、自然を愛する心

情や態度などを養うことにもつながります。 

〇 観察・実験に関しては、予備実験を行い、観察・実験を成功させるコツや安全面

の留意点を確認しておきましょう。 

〇 「Ｂ生命・地球」の教材は、時期や時間、地域等を考慮する必要があります。年

間を見通して計画的な準備が必要です。 

 

 

 

 

 

 

授業を行うにあたっては、思考を広げたり深めたりするための補助的な

教材（学習プリント、映像等の資料 等）や教師の問いも大切です。 

観察や実験の準備は時間がかかりますし、また、活動中は安全面での配慮

が必要です。しかし、先生が準備をすることで、児童は科学的に探究する

ことができ、理科が好きになったり、内容をより理解できるようになった

りします。 
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【安全面の配慮】 

観察・実験を中心とした理科学習において、安全面の配慮は特に注意が必要です。

下記は事故につながりやすい児童の行動の例です。発達段階の違いはありますが、ど

の学年でも同様な行動を想定しておくと安心でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 新型コロナウイルス感染症対策として文部科学省等から留意事項が示されてい

ます。確認しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分勝手な操作をする 

〇後片付けで集中力がなくなる 

〇好奇心にひかれて慎重さを失う 

〇注意が多方面にいきわたらない 

〇外見が同じような薬品などに警戒しない 

〇野外に出ると開放的になる 

〇緊張してあわてる 

〇整理整頓をしない 

指導のポイント 

〇必要な指示はその活動の前に行いましょう 

（活動しながらの指示は通じない） 

（指示が多くなる場合は活動を分けて行うなど工夫する） 

〇制止の合図には必ず従わせましょう 

〇繰り返し指導しましょう 

 

日常の生活や行動から意識することが大切です。 

「事故防止、薬品などの管理」解説ｐ103 も確認しておきま

しょう。 

新型コロナウイルス感染症対策 理科としての特に配慮すること 

【感染症対策を講じてもなお感染の可能性が高い活動について】 

だ液など、ヒトから試料をとる実験は教師の演示実験 

【室内での観察、実験などについて】 

授業後に器具等の洗浄、消毒（続けて使用する場合は最後に行う） 

器具を使用している間は、手で顔などに触れないよう注意を行う 

学校の授業における学習活動の重点化に係る留意事項等について（第２報） 

（令和２年７月 17 日付２初教課第 11 号） 

○ 問題解決の活動は、学校の授業で取り扱うことが望ましい 

○ 学校の授業以外の場で取り扱う学習活動としては、見いだした問題を解決するために

必要な情報を集める活動など 
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（４）授業の展開を考える 

目標や教材の選定ができたら、授業の具体的な展開を考えていきましょう。その

際は、まず主眼からゴールとなる「まとめ」を児童の言葉で考え、その「まとめ」

から「めあて」向かって構想していきます。そうすることで、一単位時間の授業の

目標に向かって展開を考えることができます。 

 

① 「主眼」から「まとめ」を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 課題の解決の場面（考察～「まとめ」）を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 観察・実験を行い、結果を記録する場面を考える（観察・実験の後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 観察・実験における安全面の配慮等は、８ページに記載しています。 

 

 

 

〇目標を基に、一単位時間で特に育成したい資質・能力を明らかにし、一単位時間の

ねらい（主眼）を設定しましょう。 

〇まとめは、授業の最後に児童に何と言わせたいのかを考えましょう。 

【例】 

〇考察の際は、自分の予想や仮説を振り返り、結果からどのようなことがいえるかを書か

せるようにしましょう。予想や仮説を振り返ることで、予想や仮説に使用した既習の知

識を更新したり素朴概念を科学概念に変換することができます。 

〇結果（事実）と考察（結果からいえること）が混同しないようにしましょう。 

 【例】結果：かん電池２この直列つなぎでは、豆電球が明るくなった 

         かん電池２この並列つなぎでは、豆電球の明るさは変わらなかった 

    考察：かん電池２このつなぎ方によって明るさが変わる 

 

〇結果は事実を記録し、できるだけ図や表にまとめるようにしましょう。 

 また、うまくいかなかったことも書くように指示しましょう。 

【例】 
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④ 予想や仮説を設定し、観察・実験を計画する場面を考える（追究） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 「まとめ」と「活動」から「めあて」を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「めあて」につながる課題の把握の場面を考える（発見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学習者主体の授業となるために、「めあて」が児童によって達成したい目標となるよう

な導入場面（教材、活動など）を考えましょう。 

【例】モーターを利用したものづくり（車がもっと速く走るようにするなど） 

〇理科の見方・考え方を働かせ、問題を見いだすことができるようにしましょう。 

【例】かん電池のつなぎ方や電流の大きさはどんな関係があるだろうか 

（量的・関係的な視点、関係付け） 

〇課題を設定するためには、変数を抽出し、それらの関係を明らかにしましょう。 

（観察の場合は視点を明らかにしましょう。） 

【例】変数：最初に変えるもの・・・かん電池のつなぎ方 

         それに伴って変わるもの・・・豆電球の明るさ、モーターの回る速さ 

※問題を見いだす場面では、「なぜ ●● なのか」のように、事象そのものへの不思議

さや疑問を表すのではなく、「 ●● は ▲▲ からではないか」のように、事象とその

原因として考えられる要因との関係を表すようにします。そうすることで、児童は変数

に気付くことができ、仮説の設定や観察、実験の計画へとつながるでしょう。 

〇児童の生活経験や既習を把握し、児童が根拠を明らかにして予想や仮説が設定

できるようにしましょう。 

【例】かん電池の数を増やす。なぜならリモコンにはかん電池が２つ使ってあったから。 

〇観察を行う際には「観察の視点が明確になっているか」、実験を行う際には「変数の

関係を明らかにできるか」「仮説を明らかにするために意図的な操作（第５学年か

ら条件制御）ができているか」が大切になります。 

〇めあては、どのような内容を、どのような活動で、どのように明らかにしようとしているの

か（言語活動）を、児童がわかるようにしましょう。 

【例】 
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一単位時間の学習過程は、以下のように整理することができます。 

 

【科学的に解決する学習過程の例】 

学習過程 学習活動（生徒の反応） 主な教師の働きかけ・評価の視点 

課

題

の

把

握 

１自然事象への気

付き 

２課題の設定 

 

〇理科の見方・考え方を働かせ問

題を見いだす 

〇観察の視点や変数の関係を明

らかにし、めあてを設定する 

「●●を▲▲で調べ◆◆しよう」 

〇学習活動のきっかけをつくるため

に事象提示や問いを行う 

〇内容、方法、言語活動を明確

にしためあてを設定できるように、課

題解決に必要な観察の視点や変

数同士の関係に着目させる 

 （思考、態度の評価） 

課

題

の

探

究 

３仮説の設定 

 

 

４観察・実験の計画 

 

 

〇既習や生活経験を根拠に予想

や仮説を設定する 

「●●は◎◎だろう。なぜなら・・・」 

〇予想や仮説を検証するための方

法を考える 

・変える条件、変えない条件 

〇学習活動の見通しをもつことが

できるように「何を、どうやって解決

するか」を明らかにできるようにする 

〇器具等は提示し、条件制御は

考えさせるなど、目標や実態等に

応じて工夫する 

〇対話的な学習活動の設定 

（思考の評価） 

５観察・実験 

 

６結果の処理 

 

〇意図や目的をもって観察や実験

を行う 

〇事実や気がついたことなど正確に

記録するとともに、結果を表やグラフ

に整理する 

〇安全性に配慮するとともに、技

能面での指導や支援を行う 

〇全体で結果を共有するなどして

適切に結果を処理できるようにする 

（技能の評価） 

課

題

の

解

決 

７考察や結論 

 

 

８まとめと振り返り 

〇観察・実験の結果を吟味し、予

想や仮説の妥当性を検討する 

「（結果）から●●は◎◎」 

〇考察を通して導き出された科学

的な法則性やしくみ、概念を表出

する 

〇学びの過程を振り返る 

〇予想や仮説に対する考察ができ

るように、結果の差異点や共通点

に着目させたり、仮説を振り返った

りさせる      （思考の評価） 

〇対話的な学習活動の設定 

〇生徒の言葉でまとめ（結論）を

行うことができるように、書き出しや

キーワードを与える 

〇学びの変容が自覚できるように、

自己の成長や変容等を記述させる 

（知識、態度の評価） 

※評価について 思考：思考・判断・表現、態度：主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

※一単位時間で観察・実験の計画を行うという学習過程もあります。その場合は、仮説
を検証できる観察・実験の計画ができることがゴールになります。 

※学習評価については、授業改善の視点から生徒の状況を捉えることが大切です。ここ
に紹介したすべてを記録するというのもではありません。 
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３ 授業改善の視点としての「主体的・対話的で深い学び」 

「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を進めるねらいは、児童が学習

内容をより深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続け

るようにすることです。「主体的・対話的で深い学び」を行うことが目的になっては

本末転倒です。「理科の見方・考え方」を働かせ、見通しをもって観察、実験を行う

ことなどの科学的に解決する学習活動を通して、「主体的・対話的で深い学び」の実

現を図るようにすることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業をよりよくするためには、どのような視点で振り返るとよいでしょうか？ 

「主体的な学び」の姿 

学ぶことに興味や関心をもつ 

見通しをもって粘り強く取り組む 

振り返って次につなぐ 

「対話的な学び」の姿 

子供同士の協働、教師や地域の人と対話 

先哲の考え方を手掛かりに考える 

自己の考えを広げ深める 

「主体的な学び」に向けた授業改善の視点の例 

・自然の事物・現象から問題を見いだしているか 

・見通しをもって観察や実験などを行っているか 

・観察、実験の結果をもとに考察を行い、より妥当な考えをつくりだしているか 

・自らの学習活動を振り返って、意味付けしているか 

・得られた知識及び技能を基に、次の課題を発見したり、新たな視点で自然の事物・現象を

捉えようとしたりしているか 

児童が粘り強く取り組むだけで

なく、自らの学びを調整しながら

進めていけるようになることが大切

です。 

児童は自分の考えをアウトプットす

ることで考えを整理することができると

ともに、多様な他者と対話することで

考えを広げたり深めたりすることができ

ます。 

「対話的な学び」に向けた授業改善の視点の例 

・課題の設定や検証計画の立案、観察、実験の結果の処理、考察などの場面では、あらか

じめ個人で考え、その後、意見交換したり、科学的な根拠に基に議論したりして、自分の

考えをより妥当なものにする学習となっているか 
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４ 「指導と評価の一体化」 

（１）学習評価の基本的な考え方 

観点別学習状況の評価や総括的な評価（評定）を行うのみではなく、指導者が学

習指導のデザインを見直すことができたり、学習者自身が「何ができるようになっ

たか、何を学んだか」等を振り返り次の学びに生かしたりできるようにすることが

大切です。そのためには、単元のどの場面で何をどのようにして評価するのか、明

確に位置付けておくことが必要です。 

 

・教師が生徒の学習状況を的確に捉え、指導の改善を図る 

・生徒自身が自らの学習を振り返って次の学習に向かうことができるようにする 

・必要性、妥当性がないものは見直す 

→教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性のある取組を進めること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「深い学び」の姿 

見方・考え方を働かせ、知識を相互に関連付ける 

情報を精査して考えを形成 

問題を見いだして解決策を考える 

思いや考えを基に創造する 

「深い学び」に向けた授業改善の視点の例 

・「理科の見方・考え方」を働かせながら問題解決の過程を通して学ぶことにより、理科で育

成を目指す資質・能力を獲得する学習となっているか 

・様々な知識がつながって、より科学的な概念を形成することに向かっているか 

・新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を、次の学習や日常生活など

における問題発見・解決の場面で働かせているか 

理科の「見方・考え方」を働

かせながら、ばらばらの知識が

つながる、知識と場面がつなが

る、あるいは、知識と目的・価

値・手ごたえがつながることを 

目指しましょう。 

国立教育政策研究所「学習評価の在り方ハンドブック」（小・中学校編） 



 

- 14 - 

 

（２）理科における評価のための視点及び評価規準の作成 

理科においては、学習指導要領における「内容のまとまり」を「単元」と置き

換えることができます。よって、「単元の目標」を設定し、評価規準を作成しま

す（ｐ７に事例）。評価規準を作成する際は、理科における評価のための６つの

視点を意識しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価規準の作成のポイント 

評価規準とは、「観点別学習状況の評価を的確に行うため、学習指導要領に示す

目標の実現の状況を判断するよりどころを表現したもの」です。この評価規準に対

して「おおむね満足できる」状況であればＢという評価になります。つまり、この

評価規準を生徒全員が達成できるように授業を行っているのです。 

評価基準の作成については『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資料 小学校理科』で以下のように示されています。 

 

○「知識・技能」 

・学習指導要領の「２ 内容」における知識に関する内容である（ア）、（イ）

などの文末を「～を理解している」として作成する。 

・「技能」についての「内容のまとまりごとの評価規準」は、学習指導要領の

「２ 内容」における技能に関する内容である「観察、実験などに関する技能

を身に付けること」の文末を「～身に付けている」として作成する。 

 

○「思考・判断・表現」 

・学習指導要領の「２内容」における思考力、判断力、表現力等に関する内容

である、「…について追究する中で、差異点や共通点を基に、…についての

問題を見いだし、表現すること」の文末を「～表現している」として作成す

る。 
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【評価規準の例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導と評価の計画の作成 

評価規準を作成したら、「指導と評価の計画」

を作成します。単元のどの場面でどの資質・能

力をどの方法で評価するのかを単元の指導計

画に位置付けましょう。資質・能力の位置付け

方としては、科学的に解決する学習活動の流れ

から、知識・技能を習得したり活用したりする

場面、思考力・判断力・表現力等を発揮する場

面で設定できるでしょう。また、主体的に学習

に取り組む態度については、学習の全体を通し

て行ったり、終末場面に設定したり、評価のね

らいに則して設定しましょう。 

右図の事例で、記録欄に○印のない授業があ

ります。この授業については、示された観点に

ついて特徴的な生徒の学習状況を確認し、さら

に伸ばす指導を行ったりして、記録を残す場面

につなげるようにすることが大切です。 

 

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント 

・学習指導要領の「２ 内容」に育成を目指す資質・能力が示されていないことか

ら、「学年・分野別の評価の観点の趣旨」の「…についての事物・現象に進ん

で関わり、他者と関わりながら問題解決しようとしているとともに、学んだこ

とを学習や生活に生かそうとしている」を用いて作成する。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した

児童への手立てを考えておくことで、授業

中に困り感を持っている児童に気付き、支

援することができます。 
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（４）評価規準に基づく児童の見取りと指導の工夫 

学習評価の規準と児童を見取るポイントについて、『「指導と評価の一体化」のた

めの学習評価に関する参考資料 小学校理科』事例１「太陽地面の様子（第３学年）」

を基に紹介します。（下線はセンターで付加） 

 

【知識・技能】 

評価規準  

地面は太陽によって暖められ、日なたと日陰では地面の暖かさや湿り気に違いがあ

ることを理解している。 

児童を見取る際の主なポイント 

○ 自然の事物・現象についての知識を既習の内容と関係付けて理解しているか。 

・日なたと日陰の地面の暖かさの違いや湿り気の違いについて、理解したことをこ

れまでの学習内容と結び付けて記述しているか。 

 

→ これは、「知識・技能」のうち、「知識」に関する評価の事例です。これまでに

学習した太陽の位置と影の位置の関係についての知識を結び付けて記述できるか

を見取るように設定しています。新たに獲得した知識の一つ一つを見取ることも必

要ですが、知識同士を結び付けることができているかを評価することが大切です。

努力を要すると判断した児童に対しては、例えば、これまでの学習を振り返らせ関

連する知識に気付かせるようにすること等が考えられます。 

 

【思考・判断・表現】 

評価規準  

太陽と地面の様子との関係について、差異点や共通点を基に、問題を見いだし、表

現するなどして問題解決している。 

児童を見取る際の主なポイント 

○ 働きかけた対象の差異点や共通点を基に、問題を見いだしているか。 

・日なたと日陰の時間による地面の様子の違いなど、自分が働きかけた対象につい

ての差異点や共通点を基に、太陽と地面の様子との関係について問題を見いだして

いるか。 

 

→ まずは、各学年で主に重視する科学的に探究するために必要な資質・能力を見取

ることが大切です。この事例は第３学年の学習内容で、「差異点や共通点を基に、

問題を見いだし、表現すること」を評価規準に設定しています。指導に当たっては、

例えば、児童が撮影した様々な影の写真を基に地面の様子の変化と太陽の位置につ

いての問題を見いださせるなどの活動を設定することが考えられます。 
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【主体的に学習に取り組む態度】 

評価規準  

太陽と地面の様子との関係について学んだことを学習や生活に生かそうとしてい

る。 

児童を見取る際の主なポイント 

○ 学習したことを、他の学習や生活につなげようとしているか。 

・学習したことを基にまとめた「かげふみブック」を、実際の影ふみに生かしたり、

これまでの記述を見直す際に使ったりしようとしているか。 

 

→ 「進んで関わり、粘り強く」取組を行おうと

する側面、「他者と関わりながら問題解決しよ

うとしている」自らの学習を調整しようとする

側面、「学んだことを学習や生活に生かそうと

している学んだことを学習や生活の場面に生か

そうとしている」理科を学ぶ意義や有用性を認

識しようとする側面の３つの側面を評価しま

す。この場合、他の学習や生活につなげること

ができているかを見取るために、単元の最後に

再度「かげふみ」の活動を設定し、活動後に振

り返りを行う場面を設定しています。この他には、例えば、学習を振り返る場面で

「活用した知識や技能は何か」「誰とどのような対話をしたか」「何に気付いたか」

等を記述させることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力を見取るためには、資質・能力を発揮する場面を設

定することです。そして、学習活動において、児童が評価規準に

達しているかどうかを判断し、必要に応じて助言を行ったり学習

活動を見直したりすることが大切です。 
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〈参考となる資料等〉 

文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター 

〇『平成 30 年度全国学力・学習状況調査の調査結果を踏まえた理科の学習指導の改善・充

実に関する指導事例集～主体的・対話的で深い学びの実現に向けて～』 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou/rika/r01.html 

〇『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校理科』 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 

 

独立行政法人教職員支援機構 

〇 新学習指導要領編（校内研修シリーズ）「小学校学習指導要領 理科の改訂のポイント：

新学習指導要領編 No11」 
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